
 

 
                        

武蔵野小 HP 

『雨の日の「一歩」が、夏に輝く』 
                        副校長 市川 克雄 

紫陽花の花が雨に濡れ、一段と鮮やかさを増す季節となりました。 

 この時期、そろそろ高校野球の西東京大会に向けた熱気が少しずつ 

高まってきます。白球を追う高校生たちの姿は、私たちに「ひたむきさ」の美しさを教えてくれます。→甲

子園出場することを夢見て、苦しい練習にも耐え、戦い抜いた、数十年前のあの時のことが、今でも脳裏に

焼き付いています。上達するための全体練習、個人練習などを一生懸命に取り組みました。 

梅雨の時期のグラウンドで、「泥まみれのヘッドスライディング」をして仲間と泥を掛け合ったり、大声

で笑い合ったりした思い出も残っています。梅雨という季節があるからこそ生まれるドラマチックな演出で

すね。 

（球児だけではありませんが）様々な場面で活躍するために、夏の青空の下で輝けるのは、雨の日も、風の

日も、地道な練習を積み重ねてきたからに他なりません。 

学校生活も同じです。梅雨の時期は、外で思い切り遊べず、子供たちにとっては少し我慢の時期かもしれ

ません。しかし、この「雨の日の過ごし方」が大切です。教室内で落ち着いて学習に取り組むこと、友達と

じっくり対話を深めること。これらは、いつか大きな花を咲かせるための「心の根っこ」を育てる時間で

す。 

また、昭島の豊かな地下水も、この雨が大地に染み込み、長い時間をかけて蓄えられたものです。武蔵野

小学校の子供たちも、【今という時間を大切に、自分の中に確かな力を蓄えていってほしい。】と願っ

ています。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

武蔵野 

 

学校だより NO.3 

令和 8年 ６月号 

昭島市立武蔵野小学校 

校長  大河原 博 

６月 ふれあい月間 
 

東京都における「ふれあい月間」は、都内全小

中学校を対象に、いじめ防止と児童・生徒の健全

育成を目的とした取組が実施されています。 

★いじめ防止に関する授業、アンケート調査、教

職員研修、保護者・地域との連携した挨拶運動

など。 

★６月、１１月、２月の３か月で、「いじめ総合対

策」や教職員向けのデジタルリーフレット、

DVD教材、動画教材、なども活用。 

★家庭や地域との連携も重視し、子供たちの不

安や悩みへの対応について、保護者向けのリ

ーフレット配布。 

何かお子様に気になることがありましたら、

学校に御連絡ください。 
 

熱中症対策 

〇登下校時や屋外の活動時における帽子の着用 

〇登下校時や屋外の活動時におけるマスク非着

用の推奨（人との距離が確保できる場合や会

話をしない場合） 

〇こまめな水分補給（多めに水分を持参させて

ください。）  

６月の生活目標： 友だちと仲良くしよう。    

 

 
 


